
 

 

 

 

 

 

 

主体的に行動する子を育む 

校長  猪瀬 賢一 

二学期は様々な教育活動を通して主体的に行動する子供を育てています。 

まず、あいさつ活動です。全児童が当番で「あいさつ隊」となり、

校門に立ちます。「あいさつ隊」になるとタスキをかけ、どの子も元

気よくあいさつします。これにとどまらず、当番でない子がボランテ

ィアとして加わり、主体的にあいさつ活動に参加していました。 

次に連合運動会です。校庭改修前は、自主的な朝練を行いまし

た。参加するかしないかは自由です。しかし、多くの６年生が参加し、種目ごとに分かれて熱心に練習に取

り組みました。 

そして、ミュージックフェスティバルに向けた取り組みです。

暗譜してできるようになるまで、時間をかけ努力を重ねなけ

れば身に付きません。授業での練習だけではできるようにな

らないのです。大勢の子供たちが休み時間や放課後を使い、

自主的に体育館や教室で練習する姿が見られました。きっと、

家でも繰り返し練習したことでしょう。 

子供たちは、あいさつ隊のボランティアにしても、連合運動会やミュージックフェスティバルの練習にし

ても、自分で考え主体的に行動しています。このような子供に育てていくためには、場の設定と教師の声

掛けが大切となります。場を設定するだけだと一部の子しか主体的に動こうとしません。多くの子供に自

覚をもたせ主体的に行動させるには、教師の声掛けが大きな役割を果たします。「気持ちのよいあいさつ

ができていますね。」「走るフォームがよくなってきたよ。」「もう少しで弾けるようになるね。」など子供たち

にもっとやってみようと思わせる声掛けを教師は考えてしています。そこには、教師が子供たちを成長させ

たいという思いと子供たちが教師の言葉を信じる信頼関係があって成り立っています。 
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◆ミュージックフェスティバル（音楽会）◆    
 ＜保護者受付開始時刻・児童入場時刻＞ 

 開始時刻 

保護者受付  ８：４０ 

１年  ９：１０ 

３年  ９：３５ 

５年 １０：００ 

２年 １０：４０ 

４年 １１：０５ 

６年 １１：３０ 

＜１１月の主な行事等予定＞   生活目標 ：みんなで使う物を大切にしよう 

日 月 火 水 木 金 土 

      １ ２ 

     児童鑑賞日 
読書月間始 

土曜授業日 
保護者鑑賞日 
東京都教育の日 

３ ４  ５ ６ 全校朝会 ７ 児童集会 ８ ＴＴ ９ 

文化の日  振替休業日  安全指導 家庭科料理検

定（希望者） 
 

１０ １１ 全校朝会 １２ どこでも読書 １３ 朝読書 １４ 朝読書 １５ ＴＴ １６ 

 避難訓練 
委員会活動 

職人教室４年 ４時間授業 
たてわり班遊び 

お誕生日給食 

荒教研授業６年

（５時間授業） 

色覚検査４年 脊柱側弯検診 
５年 
算数検定 
（前年度繰り
越し者のみ） 

 

１７ １８ 全校朝会 １９ どこでも読書 ２０ 朝読書 ２１児童集会 ２２ ＴＴ ２３  

 パオパオ教室 
クラブ活動 
卒アル撮影６年 

美術館見学 
５、６年 

 掃除なし 
金曜時程 

ふれあい給食 
      １，２年 

勤労感謝の日 

２４ ２５ 全校朝会 ２６ 朝読書 ２７ 朝読書 ２８体育朝会 ２９ ＴＴ ３０ 

 個人面談始① 
４時間授業 

５時間授業 
個人面談② 
 

 セーフティ教室１年 

個人面談③ 
５時間授業 

個人面談④ 
５時間授業 
読書月間終 

 
 
 

 

〇日時 11 月２日（土）  

〇場所 第一日暮里小学校体育館 

  ※参観者の制限はありません。 

  ※名札の着用をお願いします。 

★当日は、給食があります。 

５時間授業 下校１４：２０  

◆１１月５日（火）は振替休業日です。 

○ミュージックフェスティバル（音楽会）             音楽専科 大森三詠子 

はじまりは１学期。選曲から始まりました。子供たち一人一人を思い浮かべながら、どんな曲だったらのびのびと歌

ったり楽器の演奏を楽しんだりできるだろうかと思い浮かべながら・・・。そして夏休みには、担任の先生方と、学級の

様子に合ったテーマを決めました。２学期になり、子供たちは初めて自分たちが表現する曲を聴きました。「楽しい

曲！」「なめらかな感じがする。」「のりのりになっちゃう。」など、曲の感じをつかみ、チャレンジしたい楽器を決め、練

習が始まりました。緊張しながら楽器のオーディションを受けた子、わからないところを先生に積極的に質問にくる

子、朝練や給食準備中に友達と教え合って練習する子、楽譜を覚えてスラスラ演奏できるようになった子。教室で担

任の先生と毎日練習した子。音楽活動を通して成長する姿をたくさん見ることができました。本番まであとわずか、今

は自分たちの演奏を録音して聴いて、よりよい演奏にするにはどうしたらよいかを話し合い、すぐに演奏に生かし、

日々レベルアップしています。 

いよいよ、音楽と図工を融合させた「ミュージックフェスティバル」（令和４年度に引き続き２回目）がはじまります。

当日は、図工で思いを込めて作った衣装を身に付けながら演奏します。担任の先生方の指揮もみどころです。 

どうぞお楽しみに！！ 


